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鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています

５

私たちは鶴居村を応援します！！

大谷 翔平大谷 翔平選手選手

2014年鶴居村応援大使

中村 勝中村 勝選手選手
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■平成２６年度　村の予算概要・・・・・・２

■後期高齢者医療制度のお知らせ・・・・・６

■医療費自己負担割合の見直しについて・・８

■狂犬病予防集合注射　実施日程表・・・・９

■村の話題・・・・・・・・・・・・・・１０



平成26年５月号　２

平成２６年度 鶴居村予算は
４７億６, ８３０万円

会計別予算額と前年度比較
会　計　名 ２６年度当初 ２５年度当初 増減率

一　般　会　計 ３９億１,３００万円 ３１億８,６００万円 ２２.８％

特　

別　

会　

計

水道事業 ４,８２０万円 ３,３６０万円 ４３.５％
農業集落排水事業 ７,２４０万円 ８,２３０万円 △１２.０％
国民健康保険 ３億６,１５０万円 ３億２,８７０万円 １０.０％
村立診療所 ８,６８０万円 ９,２３０万円 △６.０％
介護保険 ２億５,５８０万円 ２億４,８８０万円 ２.８％
後期高齢者医療 ３,０６０万円 ２,７３０万円 １２.１％
小　　計 ８億５,５３０万円 ８億１,３００万円 ５.２％
合　　計 ４７億６,８３０万円 ３９億９,９００万円 １９.２％
（金額は千円単位を四捨五入して、万円単位で統一しています。）

■
歳
入

　

村
税
は
、
３
億
１
，２
４
４
万
円
と
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
個
人
村
民
税
は

国
の
経
済
対
策
に
よ
る
所
得
額
の
伸
び
が
み
ら
れ
、

前
年
度
比
２
・
９
％
の
増
加
で
見
込
み
ま
し
た
。

一
方
、
法
人
住
民
税
で
は
、
業
績
の
停
滞
傾
向
に

よ
り
前
年
度
比
４
・
３
％
の
減
少
、
固
定
資
産
税

は
、
家
屋
の
新
築
は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
償
却

資
産
の
減
価
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
１
・
３
％
の

減
小
を
見
込
ん
だ
た
め
、
村
税
全
体
と
し
て
は
例

年
並
み
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
半
分
以
上
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

国
の
予
算
額
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
も
の
の
、

普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税
を
合
せ
た
総
額
は
21

億
３
，７
７
１
万
円
と
前
年
度
比
で
７
・
６
％
の

増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
・
道
支
出
金
は
、
校
舎
増
築
や
公
営
住
宅
の

新
築
、
新
宅
地
分
譲
地
の
造
成
に
よ
る
補
助
金
の

増
額
、
消
費
税
の
増
税
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付
金

及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
新
設
な
ど

に
よ
っ
て
合
計
で
４
億
７
７
２
万
円
と
前
年
度
比

44
・
６
％
の
増
加
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

諸
収
入
で
は
、
投
資
的
経
費
の
財
源
と
し
て
備

荒
資
金
の
積
立
額
か
ら
２
億
８
千
万
円
を
取
り
崩

す
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比
３
８
３
・
５
％
の
増

加
、
村
債
で
も
、
国
等
か
ら
の
借
入
で
３
億
５
，

０
６
０
万
円
を
見
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比

１
０
８
・
１
％
の
増
加
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
予
算
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
は
39
億
１
，３
０
０
万
円
で
あ
り
、
特
別
会
計
を
合
せ
た
総
額
は
47
億
６
，

８
３
０
万
円
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
７

億
６
，９
３
０
万
円
（
19
・
２
％
）
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
村
の
将
来
を
見
据
え

て
産
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
定
住
化
の
促
進
な
ど
を
重
視
し
、
新
し
い

政
策
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
歳
出

　

扶
助
費
は
、
脳
ド
ッ
ク
助
成
費
の
新
設
、
障
が

い
者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
５
・
３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
職

員
２
名
の
採
用
や
時
間
外
勤
務
手
当
率
の
引
上
げ

な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
０
・
9
％
の
増
加
、
公
債

費
で
は
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
等
で
平
成
23
年

度
に
借
入
れ
し
た
地
方
債
の
償
還
開
始
な
ど
に
よ

り
前
年
度
比
８
・
０
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
義
務
的
経
費
の
全
体
で
は
12
億
５
，

７
７
５
万
円
と
前
年
度
比
４
・
７
％
の
増
加
を
見

込
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
）
は
、
新
た

に
宅
地
分
譲
地
（
下
幌
呂
地
区
）
の
造
成
、
移
住

体
験
住
宅
や
公
営
住
宅
の
新
築
、
下
幌
呂
小
学
校

増
改
築
工
事
の
実
施
な
ど
に
よ
り
総
額
で
11
億
３
，

４
４
８
万
円
と
前
年
度
比
１
１
４
・
１
％
の
増
加

と
し
て
い
ま
す
。

　

物
件
費
は
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
鶴

居
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、
そ
し
て
消
費

税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
４
・

７
％
の
増
加
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
補
助
費
等

は
、
高
等
学
校
等
人
材
育
成
事
業
支
援
金
や
臨
時

福
祉
給
付
金
等
の
新
設
、
酪
農
教
育
振
興
基
金
に

よ
る
海
外
研
修
の
実
施
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
５
・

０
％
の
増
加
、
繰
出
金
で
は
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
お
け
る
医
療
給
付
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り

前
年
度
比
２
・
０
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
や
時
代
に
対
応
し

「
ス
ピ
ー
ド
感
」
あ
る

村
づ
く
り
の
推
進
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一般会計歳入予算の内訳

一般会計歳出予算の内訳

一
般
会
計
の
総
額
は

　

39
億
１
，３
０
０
万
円

一
般
会
計
の
前
年
度
当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
７
億
２
，７
０
０
万
円

（
＋
22
・
８
％
）
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
鶴
居

小
学
校
校
舎
改
築
事
業
な
ど
８
億
７
，６
８
６
万
円
を
24
年
度
か
ら
の

繰
越
予
算
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
繰
越
予
算
を
合
せ
た
25
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較
で
は
、
実
質
３
・
７
％
の
減
少
に
な
り
ま
す
。

村税の
内訳

入湯税 1.6％村たばこ税 6.3％

軽自動車税
1.8％

村民税
 38.0％

固定資産税
52.3％

消防費 4.1％

費目別
の内訳

予備費 0.1％

公債費
15.2％

総務費
14.3％

民生費
10.9％

衛生費
　4.3％

農林産業費
　11.9％

商工費 2.0％

土木費
12.8％

教育費
11.3％

給与費
11.9％

議会費 1.2％

その他
1億4,700万円
（3.8％）

村債
3億5,060万円
（9.0％）

国・道支出金
4億772万円
（10.4％）

村税
3億1,244万円
（8.0％） 使用料及び手数料

9,000万円（2.3％）

財産収入
4,941万円（1.3％）

繰入金
1,116万円
（0.3％）

その他
5,300万円
（1.3％）

諸収入
3億5,396万円
　（9.0％）自主財源

8億6,997万円
（22.2％）

依存財源
30億4,303万円
（77.8％）

地方交付税
21億3,771万円
（54.6％）

繰出金
2億672万円
（5.3％）

その他
8,620万円（2.2％）

人件費
5億1,261万円
（13.1％）

扶助費
1億5,264万円
（3.9％）

公債費
5億9,250万円
（15.2％）

義務的経費
12億5,775万円
　（32.2％）

その他経費
15億2,077万円
（38.8％）

投資的経費
11億3,448万円
（29.0％）

普通建設事業費
11億3,448万円
（29.0％）

物件費
6億9,055万円
　（17.6％）

補助費等
5億3,730万円
（13.7％）



平成26年５月号　４

貯
金（
基
金
等
）と
借
金（
村
債
）の
状
況

　

予
算
の
不
足
や
村
債
の
返
済
、
特
定
の
目

的
な
ど
の
た
め
に
村
で
は
基
金
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
せ
て

14
基
金
あ
り
、
平
成
25
年
度
末
の
現
在
高
は

合
計
で
27
億
２
９
１
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
や
臨
時
的
な
支
出

な
ど
に
備
え
て
、
村
の
基
金
と
は
別
に
北
海

道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
が
運
用
す
る
備
荒

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

25
年
度
末
の
現
在
高
で
は
41
億
１
，３
４
２

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

基
金
と
備
荒
資
金
を
合
せ
た
総
額
は
68
億

１
，６
３
３
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
２
７
１
万
円
の
貯
蓄
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
26
年
度
予
算

で
は
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
２
億
９
，１

１
６
万
円
を
取
り
崩
す
予
定
で
す
。

　

村
債
の
平
成
25
年
度
末
の
現
在
高
は
、
一
般

会
計
で
45
億
４
，７
８
９
万
円
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
で
２
億
８
，６
８
０
万
円
、

合
せ
て
48
億
３
，４
６
９
万
円
の
決
算
見
込
と

な
っ
て
お
り
、
村
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
１
９
２
万
円
の
借
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
予
算
で
は
新
宅
地
分
譲
地
の
造

成
や
下
幌
呂
小
学
校
の
校
舎
増
築
な
ど
の
財
源

と
し
て
３
億
５
，０
６
０
万
円
の
借
り
入
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
村
債
を
返
済
す
る
元
利
償
還
額
は
６

億
３
，６
１
１
万
円
で
あ
り
、
村
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
年
額
で
25
万
円
ほ
ど
の
返
済

額
と
な
り
ま
す
が
、
借
入
額
の
約
７
割
は
地
方

交
付
税
な
ど
に
算
入
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

用
語
の
解
説

歳
入
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入
）

【
自
主
財
源
】
自
前
で
収
入
で
き
る
お
金

【
依
存
財
源
】
国
や
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
借
り

た
り
す
る
お
金

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】
公
営
住
宅
の
家
賃
、
保
育

料
、
公
共
施
設
の
利
用
料
、
各
種
証
明
に
よ
る
収

入
な
ど

【
財
産
収
入
】
村
の
土
地
・
建
物
の
貸
付
や
売
払
い

に
よ
る
収
入
な
ど

【
繰
入
金
】
各
種
基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ
る

お
金
な
ど

【
地
方
交
付
税
】
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た
税
金

の
中
か
ら
、
市
町
村
の
財
政
規
模
に
応
じ
て
配
分

さ
れ
る
お
金

【
村
債
】
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
村
が
一
度
に
多

額
の
出
費
が
必
要
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
長
期
借

入
金

【
国
・
道
支
出
金
】
国
や
道
の
決
め
た
ル
ー
ル
に

あ
っ
た
仕
事
を
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要
な
費
用

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
補
助
さ
れ
る
も
の

歳
出
（
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出
）

【
義
務
的
経
費
】
法
令
あ
る
い
は
性
質
上
、
支
出
が

義
務
付
け
ら
れ
た
お
金

【
投
資
的
経
費
】
道
路
や
建
物
の
建
設
、
用
地
の
購

入
な
ど
村
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に

支
出
さ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
村
債
の
返
済
に
充
て
る
お

金
で
、
元
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息

【
扶
助
費
】
医
療
給
付
費
や
障
が
い
者
へ
の
援
助
費

な
ど
福
祉
の
た
め
の
お
金

【
物
件
費
】
委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱
水
費
、
燃
料

費
、
消
耗
品
、
備
品
購
入
費
な
ど

【
補
助
費
等
】
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
や
交
付
金
、

保
険
料
、
謝
礼
金
な
ど

【
繰
出
金
】
特
別
会
計
の
収
支
不
足
額
に
対
し
て
繰

り
出
す
お
金
な
ど

基金等の積立額
村民１人当たりでは、２７１万円の貯金額

基　金　等　名 25年末の現在高
財政調整基金 ６億３,１７９万円
減債基金 ３億９,０８４万円

特　

定　

目　

的　

基　

金

振興基金 １０億５,７２２万円
ふるさと創生基金 ４,３３５万円
地域福祉基金 ４,４８９万円
酪農振興基金 ２億６,５７０万円
酪農教育振興基金 ３,５１９万円
中山間ふるさと土と水の保全基金 １,０００万円
運動広場振興基金 ３,１５８万円
鶴の居る村基金 ５,７７５万円
スポーツ振興基金 ７,７１６万円
土地開発基金 ３,６４８万円

特別
会計

水道事業基金 ２２５万円
介護保険準備基金 １,８７１万円

計 ２７億２９１万円
北海道市町村備荒資金組合基金 ４１億１,３４２万円

合　　　　　　計 ６８億１,６３３万円
※現在高は、平成25年度の決算見込で算出しています。

村債の残額
村民1人当たりでは、192万円の借金額

会　計　区　分 25年末の現在高
一般会計 45億4,789万円
農業集落排水事業特別会計 2億8,680万円

合　　　　　　計 48億3,469万円
※現在高は、平成25年度の決算見込で算出しています。

村民１人あたりの金額は、平成２６年３月
末の住民基本台帳人口２,５１２人（外国
人13人を除く。）で算出しています。

基金等の積立額
６８億1,６３３万円

村民１人当たり
２７１万円

村債の残高
４８億３,４６９万円

村民１人当たり
１９２万円

■
基
金
等

■
村
債
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平成２６年度の新しい事業など
■移住・定住施策
新宅地分譲地造成事業　（２億４,２７７万円）
下幌呂公共用地エリア内にⅠ期分として26区画の
宅地分譲地を造成します。全体では70区画の造成
を計画しています。
移住体験住宅新築事業　（２,７００万円）
移住体験用の専用住宅として鶴居市街と幌呂市街に
１棟１戸ずつ新築します。

■地域振興施策
ホームページ更新事業　（５４０万円）
鶴居村公式ホームページの内容を充実し、見やすく、
使いやすくリニューアルします。
地域おこし協力隊事業　（３０８万円）
公募により「地域おこし協力隊」の隊員１名を役場
に配置して地域活性化の取り組みを展開します。
日本ハムファイターズ応援大使事業　（１０８万円）
鶴居村の応援大使として中村・大谷選手の２名が任
命されています。小学校５年生から中学生までを対
象としたプロ野球の応援観戦などを行います。

■子育て支援・福祉施策
子ども・子育て支援計画策定事業　（４９０万円）
幼児期の教育、保育、地域の子ども・子育て支援を
推進する総合的な計画の策定と、支援事業の運営を
行うシステムを導入します。
介護保険事業計画策定事業　（２６５万円）
実態に応じた介護給付サービス事業を推進するため、
日常生活圏域ニーズ調査を行い、第６期介護保険事
業計画を策定します。

■保健・医療施策
脳ドック助成事業　（１００万円）
脳ドックの受診費用のうち２万円を助成します。
ロタウィルスワクチン接種助成事業　（２４万円）
乳児を対象としてロタウィルスワクチン接種費用の
一部を助成します。（１回当り12,000円を上限）
歯科診療所医療機器整備事業（７７８万円）
新しい歯科診療用のデジタルＸ線システムを導入し
て、医療環境の充実に努めます。

■農林業施策
草地改良促進事業補助金　（１,１１０万円）
酪農経営の向上を目指し、草地改良に係る補助金を
１haあたり45,000円から50,000円に引上げます。
酪農教育振興基金海外研修事業　（３３６万円）
酪農家の女性など４名を対象としてニュージーラン
ドでの先進事例を研修します。
野生鳥獣被害防止総合対策事業（２,１４５万円）
シカ等による農業の被害防止を行うため、捕獲対策
等事業をはじめ、新しく村内２地区で追払事業を実
施します。

雪裡川中洲撤去工事　（７０７万円）
音羽橋周辺の中州を年次的に撤去して、雪裡川の安
定した流水を確保します。
森林作業道下久著呂線開設工事　（２,８２０万円）
下久著呂地区に長さ14.1㎞の林道を整備します。
林産物試作品研究開発事業　（３２万円）
新しい特産品の開発に向けて、キノコ等の林産物に
よる試作品の研究に取り組みます。

■観光施策
観光振興ビジョン策定事業　（６１１万円）
鶴居村の観光施設等の在り方、タンチョウや釧路湿
原といった豊かな自然環境の有効活用など、総合的
な観光振興計画を策定します。
観光用ＤＶＤ制作事業　（２５０万円）
鶴居村の魅力を満載した観光用ＤＶＤを制作して広
くＰＲ活動を行います。
オリジナルキャラクター制作事業　（２３９万円）
村オリジナルキャラクター「つるぼー」の着ぐるみ
やＰＲグッズ、イメージソングなどを制作します。
醸造用ぶどう特産品開発事業　（２２０万円）
醸造用ぶどうの苗木200本の購入や管理体制の整備
など、引き続き特産品の開発に取り組みます。

■住宅・水道事業
鶴居Ａ団地公営住宅新築工事　（９,７８４万円）
鶴居市街に１棟６戸の公営住宅を新築します。
下幌呂村有住宅新築工事　（４,３２６万円）
下幌呂公共用地に１棟２戸の賃貸住宅を新築します。
単身者用村有住宅建築工事　（８,１３３万円）
鶴居市街にある古くなった単身者用の村有住宅を解
体し、新たに２棟６戸を建築します。
下幌呂簡易水道施設さく井工事　（１,８００万円）
下幌呂地区の人口増加に備えて、安定した飲用水量
を確保するための水道工事を行います。

■教育施策
高等学校等人材育成支援事業　（１,１２８万円）
高校等に在学する生徒１人につき月額１万円を支給
し、就学費用の支援による人材育成を行います。
下幌呂小学校増改築事業　（１億３,０６２万円）
児童数の増加に伴い、音楽室・家庭科室等を新設す
る校舎の増改築などを行います。
旧殖民軌道ディーゼルカー移設工事　（３５０万円）
旧郷土資料館敷地内に展示している旧殖民軌道の車
両をふるさと情報館の前庭に移設します。

■その他の施策
開村８０周年「村史」編さん事業　（２４３万円）
鶴居村は平成29年４月に開村80周年を迎えます。
昭和62年の開村50周年で発行した「村史」の続編
を制作するために編さん作業を取り進めます。
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■　保険料率が変わりました

　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに定める保険料率をもとに決めることになっ
ています。平成26・27年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

■　均等割２割・５割軽減の範囲が拡大しました

　平成25年度まで
軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減 33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数）
※単身世帯の方は該当しません

２割軽減 33万円＋（35万円×世帯の被保険者数）

平成26年度より
軽減割合 所得が次の金額以下の世帯

５割軽減 33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数）
※単身世帯の方も該当になります

２割軽減 33万円＋（45万円×世帯の被保険者数）

◆　保険料の計算方法（平成26年度）
　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計
で計算します。

均　等　割
【１人当たりの額】

51,472円
＋

所　得　割
【被保険者本人の所得に応じた額】

（平成25年中の所得－33万円）×10.52％
＝ １年間の保険料

（100円未満切り捨て）

● 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

平成26年度の保険料額は、６月に個別にお知らせします。

● 均 等 割
（被保険者が等しく負担）

平成24・25年度
（年間）

46,087円

平成2６・2７年度
（年間）51,472円（5,385円増）

● 所 得 割
（被保険者の所得に応じて負担）

平成24・25年度

10.25%
平成2６・2７年度

10.52%（0.27ポイント増）

● 賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

平成24・25年度

55万円
平成26・27年度
57万円（２万円増）

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  保 険 料 率 の 見 直 し に つ い て  ～
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■　保険料の軽減について
　次の①～③に当てはまる被保険者の方は、保険料が軽減されます。
①　均等割の軽減
　世帯の所得に応じて、４段階の軽減があります。

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 平成26年度 前年度比
33万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額80万円以下） ９割軽減 5,147円 約 500円増

33万円 8.5割軽減 7,720円 約 800円増

33万円＋（24万5千円×世帯の被保険者数） ５割軽減 25,736円 約 2,700円増

33万円＋（45万円×世帯の被保険者数） ２割軽減 41,177円 約 4,300円増

　● 軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
②　所得割の軽減
　被保険者個人の所得で判定します。

所得が次の金額以下の方 軽減割合
所得から33万円を引いた額が58万円以下の方 ５割軽減

③　被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　この制度に加入したときに被用者保険（主にサラリーマンの方が加入している健康保険）の被扶養者だっ
た方は、所得割はかからず、均等割が９割軽減になります。

■　年間保険料額の例
●単身世帯の場合　　　　　　　　　　　　　　　●夫婦２人世帯（共に被保険者）で、妻の年金収入が80万円以下の場合

年金収入 均等割
軽減

所得割
軽減 平成26年度 前年度比 夫の

年金収入
区
分
均等割
軽減

所得割
軽減 平成26年度 前年度比

80万円 ９割 － 5,100円 500円増 80万円
夫

9割
－ 5,100円 500円増

妻 － 5,100円 500円増

153万円 8.5割 － 7,700円 800円増 153万円
夫
8.5割

－ 7,700円 800円増
妻 － 7,700円 800円増

168万円 8.5割 ５割 15,600円 1,000円増 168万円
夫
8.5割

５割 15,600円 1,000円増
妻 － 7,700円 800円増

192.5万円 ５割 ５割 46,500円 10,600円減 211万円
夫

5割
５割 56,200円 10,300円減

妻 － 25,700円 11,100円減

203万円 ２割 ５割 67,400円 5,000円増 217万円
夫

5割
－ 93,000円 9,400円減

妻 － 25,700円 11,100円減

211万円 ２割 ５割 71,600円 4,200円減 238万円
夫
２割

－ 130,500円 6,600円増
妻 － 41,100円 4,300円増

213万円 ２割 － 104,200円 3,300円減 258万円
夫
２割

－ 151,600円 2,100円減
妻 － 41,100円 4,900円減

214万円 － － 115,600円 7,000円増 259万円
夫

－
－ 162,900円 8,200円増

妻 － 51,400円 5,400円増

北海道後期高齢者医療広域連合
　〒060－0062　札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館６階
　電話　011－290－5601

役場住民生活課　後期高齢者医療担当
電話　６４－２１１３

お問い合わせ先
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　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割となっていますが、特例措置
でこれまで１割負担とされていました。平成26年度から、より公平な仕組み
とするため、この特例措置が見直されることとなりました。
　見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよう、
平成26年４月２日以降70歳の誕生日を迎える方から段階的に実施されること
となりました。

○ 平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方
（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）

・70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方はその月）の診療から、
窓口負担が２割になります。

（例えば、平成26年４月２日～５月１日に70歳の誕生日を迎える方は、５
月の診療から２割負担になります。）
※　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

・なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70歳か
ら２割負担となる方は、69歳までと比べて上限額が下がります。

○ 平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方
（誕生日が昭和19年４月１日までの方）

・平成26年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わりません。
　（平成26年３月２日～４月１日に70歳の誕生日を迎える方は、
　これまでの３割負担から１割負担になります。）
　※　一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

・窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

【お問合わせ先】　役場住民生活課国民健康保険係（℡６４－２１１３）

7070～～7474歳の方の歳の方の
医療費の自己負担割合の見直しについて
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平成２６年度　狂犬病予防集合注射　実施日程表

※　注射料金は１頭につき、3,110円です。新規登録の場合は、注射料金のほか登録料3,000円がかかります。
　　また、ご自宅等での戸別注射には、往診料として1,000円が別途にかかります。
※　開始時刻は目安です。遅れる場合もありますが、できるだけ開始時刻前までにお集まりください。
※　畜犬登録をされている方へは、はがきを送付しています。はがきには最寄りの指定場所を記載して
いますが、記載以外の場所で受診されても差し支えありません。

６月１０日（火）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 ふれあい農園前 9：00～

2 中雪裡下雪裡線交差点（牧野光雄宅付近十字路） 9：10～

3 小池忠雄宅前 9：20～

4 太田工宅前 9：30～

5 下雪裡道々交差点（駐車帯） 10：00～

6 青山桂子宅前 10：20～

7 生きがい野菜倶楽部 10：30～

8 澤口一男宅前 10：40～

9 鶴居中学校前 11：00～

10 鶴居村民広場 11：30～

午後の部
順 場　　　　所 開始時刻

1 岡田健作宅前 13：10～

2 消防幌呂２分団詰所前 13：30～

3 阿部津子宅前 13：50～

4 尾田猛宅前 14：00～

5 関根菊夫宅前 14：10～

6 五十嵐友三宅前 14：30～

7 釧路カントリークラブ入口 14：40～

8 櫻井博文宅前 15：00～

9 夢の杜団地公園（セイコーマート横） 15：10～

６月１１日（水）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 武藤清隆宅前 9：00～

2 片淵幸雄宅前 9：10～

3 消防上幌呂３分団詰所前 9：30～

4 宮崎昭夫宅前 9：50～

5 新幌呂会館前 10：00～

6 明歩谷正志宅前 10：10～

7 山村匡男宅前 10：20～

8 小田芳史宅前 10：50～

9 小田洋正宅前 11：00～

10 鈴木農場 11：20～

11 松井俊治宅前 11：30～

午後の部
順 場　　　　所 開始時刻

1 太田理枝宅前 13：10～

2 山本政幸宅前 13：20～

3 中雪裡西御不動前 13：40～

4 茂雪裡コミセン前 14：00～

5 佐藤弘宅前 14：20～

6 菊地栄司宅前 14：30～

7 ファミリースポーツセンター前 14：50～

8 農業共済組合鶴居家畜診療所前 15：10～

６月１２日（木）
午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 斎藤滋宅前 9：10～

2 井上元嗣宅前 9：20～

3 卵らんハウス前 9：30～

4 鈴木雅典宅前 9：50～

5 下久著呂コミセン 10：00～

6 合田徳三宅前 10：20～

7 渡部隆信宅前 10：40～

8 増田慶一宅前 11：00～

9 佐々木賢治宅前 11：10～

10 菱沼岩男宅前 11：20～

午後の部
順 場所 開始時刻

1 支雪裡コミセン前 13：10～

2 大木博宅前 13：30～

3 髙橋農場前 13：50～

4 岡田一雄宅前 14：10～

5 鶴居消防署前 14：30～

【お問い合せ先】　役場住民生活課生活環境係　☎64－2113（直）

村では６月10日から12日までの３日間、次のとおり狂犬病予防注射を実施します。
（※お名前は敬称略、時間は予定です）



　４月７日、村内各小・中学校において入学式が挙行
されました。
　今年度、鶴居小学校１９人、幌呂小学校６人、下幌
呂小学校７人、鶴居中学校２２人、幌呂中学校５人の
計59人の児童・生徒が新一年生となりました。
　新一年生は、多くの保護者や関係者、在校生に歓迎
の言葉で迎えられ、これから始まる新たな学校生活の
一歩を踏み出しました。

　４月１３日、「わんぱくアドベンチャークラブ」の開講式が総合セン
ターにて行われました。
　この事業は、世代間の仲間とのふれあいを通じて人を思いやる気持
ちの大切さや各種体験活動の素晴らしさを知り、子どもたちの「たく
ましく生きる力」を育むため毎年行われています。
　この日集まった子どもたちは、これからの体験活動に胸膨らませ、
目を輝かせていました。

下幌呂小学校

鶴居中学校幌呂中学校

幌呂小学校

鶴居小学校

平成26年５月号　10



　３月２７日、スポーツや文化活
動において、輝かしい成績を修め
た村内の小・中学生に対する青少
年表彰式が総合センターで開催さ
れました。
　今回受賞したのは１７名で、ス
ポーツ部門から６名、文化部門か
ら１１名が選出されました。
　式では、石脇教育委員長から青
少年表彰盾と記念品が受賞者１人
１人に手渡され、受賞を祝いまし
た。（※当日、欠席者あり・学年
は受賞当時）

　４月２日、女性団体『ハーブンマージュ』（代表：服部佐知
子さん）よりタイムやミント、オレガノ、パンジーなどおよ
そ３０種類のハーブが役場庁舎に寄贈されました。
　服部代表は「鶴居村がハーブの溢れる村として、来村した
人たちにお花やハーブでおもてなしができれば。また、たく
さんの人に見るだけではなく、実際に優しく触れてもらい、
ハーブの香りも楽しんでもらいたい。」と話されていました。
　寄贈されたハーブは、ハーブンマージュのみなさんの管理
のもと育てられ、今後は季節ごとに植え替えもされていく予
定です。

表彰者所属・氏名 実践活動の主な概要と実績
鶴居村立鶴居小学校
６年
直里　さやか

ＪＦＡ北海道ガールズエイトサッカー大会
ガールズエイトジャパン（Ｕ１２）河口湖大会

優勝
ベスト１６

鶴居村立鶴居中学校
３年
阿部　冬彩

釧路地区中学校陸上競技大会　女子砲丸投
北海道ジュニア陸上競技選手権大会　女子砲丸投
全日本中学校陸上競技選手権大会　女子砲丸投
全日本ジュニアオリンピック陸上競技大会　女子砲丸投

第１位
第１位
出場
出場

鶴居村立鶴居中学校
３年
大石　玲奈

釧路地区中学校スピードスケート大会　500m　1000m
北海道中学校スピードスケート大会　500m　 1000m
全国中学校スピードスケート大会　500m　1000m

第１位・第１位
第１５位・決勝進出
出場・出場

鶴居村立幌呂中学校
１年
菅田　路莞

釧路地区中学校アイスホッケー大会
北海道中学校アイスホッケー大会
全国中学校アイスホッケー大会

準優勝
第３位
優勝

鶴居村立幌呂中学校
３年
吉田　佳太

釧路地区中学校スピードスケート大会　500m　1000m
北海道中学校スピードスケート大会　500m　 1000m
全国中学校スピードスケート大会　500m　1000m

第２位・第２位
第１６位・決勝進出
出場・出場

鶴居村立幌呂中学校
３年
安藤　理子

釧路地区春季中学校バドミントン大会　女子シングル
釧路地区中学校バドミントン競技大会　女子シングル
北海道中学校バドミントン大会　女子シングル

優勝
優勝
３回戦進出

表彰者所属・氏名 実践活動の主な概要と実績
鶴居村立鶴居小学校
５年
折笠　仁哉
佐藤　渓士郎
川端　桃果

釧路管内少年少女下の句かるた選手権大会
　５・６年生の部
北海道子どもかるた大会　小学生の部
釧根少年少女下の句かるた選手権大会
　５・６年生の部

優勝

３回戦進出
準優勝

鶴居村立下幌呂小学校
２年
森田　旦陽
福田　兼三
飯田　結子

釧路管内少年少女下の句かるた選手権大会
　１・２年生の部 優勝

鶴居村立下幌呂小学校
４年
櫻井　滉
門間　稟
３年
濵崎　瑠

釧路管内少年少女下の句かるた選手権大会
　３・４年生の部
釧根少年少女下の句かるた選手権大会
　３・４年生の部

優勝

優勝

鶴居村立鶴居中学校
３年
愛　美里

国立科学博物館主催植物画コンクール
　中学生・高校生の部 佳作

鶴居村立幌呂中学校
３年
塩越　あい

全国中学生人権作文コンテスト東北海道大会
全国中学生人権作文コンテスト中央大会

最優秀賞
法務省人権
擁護局長賞

【スポーツ部門】

【文化部門】

（※敬称略）
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調

査
に
つ
い
て

　

鶴
居
消
防
署
で
は
、
５
月
第
３
週
か
ら
第

４
週
に
か
け
て
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
と
電
話
に
よ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。（
昨

年
の
鶴
居
村
の
設
置
率　

93
．
３
％
）

　

ま
た
、
機
器
の
設
置
は
義
務
で
す
の
で
未

だ
設
置
さ
れ
て
な
い
方
は
す
ぐ
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
設
置
済
み
の
方
も
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
作
動
点
検
や
電
池
（
設
置
後
10
年
が

交
換
の
目
安
で
す
）
の
確
認
を
し
て
維
持
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
鶴
居

消
防
署
（
☎
64

－

２
３
４
４
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
の
多
く
は

「
焼
死
」
で
は
な
く
、「
一
酸
化
炭
素
中
毒
死
」

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
と
し
て
最
も

多
い
の
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が「
一
酸
化
炭
素
中
毒
」に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
な
ど
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
毒
ガ
ス
の
中

で
最
も
恐
ろ
し
い
一
酸
化
炭
素
と
い
う
ガ
ス

は
、
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
頭
痛
や
め
ま
い

が
起
っ
た
り
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け
な
く

な
っ
た
り
、
時
に
は
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま

意
識
を
失
い
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
ガ
ス
で
す
。

こ
の
よ
う
な
有
毒
ガ
ス
を
吸
わ
な
い
た
め
に

も
火
災
の
早
期
発
見
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

火
災
を
早
期
発
見
し
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
大
切
な
住
宅
を
守
る
た
め
に
も
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
大
変
有
効
な
も
の
で
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
補
助
金
に
つ
い
て

　

村
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
村
内
の
住
宅
に

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住
宅
用
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
へ
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
補
助
要
綱
の
一
部
を
見
直

し
、補
助
率
の
拡
充
等
を
図
り
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者

⑴
鶴
居
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

⑵
自
ら
居
住
す
る
住
宅
又
は
自
ら
居
住
す
る

た
め
に
建
設
す
る
住
宅
に
新
た
に
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
者

⑶
本
人
及
び
同
居
の
家
族
が
村
税
等
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

■
補
助
対
象
事
業

⑴
日
本
工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
基
づ
く
試

験
に
よ
り
認
証
を
受
け
て
い
る
も
の
、
ま
た

は
同
等
以
上
の
性
能
、
品
質
が
確
保
さ
れ
て

い
る
太
陽
光
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
使
用
し
た

も
の

⑵
未
使
用
品
で
あ
る
も
の

⑶
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で
連
係
し
、
電

力
会
社
と
電
力
受
給
契
約
を
締
結
す
る
も
の

⑷
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
総
発
電
量
等
を

計
測
・
記
録
で
き
る
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の

■
補
助
率
等

　

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力

の
値
に
10
万
円
を
乗
じ
た
額
で
、
上
限
額
を

50
万
円
と
し
ま
す
（
１
０
０
０
円
未
満
の
端

数
は
切
り
捨
て
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

鶴
居
運
動
広
場　
　
　
　
　
　

「
こ
ど
も
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

　

今
月
３
日
土
曜
日
に
は
ビ
ン
ゴ
大
会
、
５

日
こ
ど
も
の
日
に
は
大
抽
選
会
が
鶴
居
運
動

広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。「
２
０
０
０
円

券
」
ご
購
入
時
に
抽
選
券
１
枚
を
配
布
し
ま

す
（
午
前
９
時
〜
）
の
で
、
広
場
に
あ
る
直

売
所
「
わ
く
わ
く
館
」
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ぞ
れ
先
着
２
０
０
名
様
に
「
任
天

堂
Ｗ
ｉ
ｉ
Ｕ
」
や
鶴
居
村
特
産
品
な
ど
豪
華

景
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
揃
っ
て

の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
ビ
ン
ゴ
大
会

　

５
月
３
日
㈯
午
後
１
時
〜

■
大
抽
選
会

　

５
月
５
日
㈷
午
前
９
時
〜

【
お
問
合
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
美
し
い
村
・
鶴
居
村
観
光
協
会

　

☎
０
９
０
（
６
２
６
５
）
８
１
０
２

村
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

　

こ
れ
か
ら
村
職
員
の
一
員
と
し
て
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田中　聖馬
（24歳）

産業振興課農政係
兼商工観光係

古川　徹
（24歳）

教育委員会教育課
生涯学習係

「村長の出前トーク」の実施について
　今年度より新たな試みとして、村長等が地域などへ足
を運び、より身近な交流や情報共有などに努めるため、「出
前トーク」を実施します。
　この「出前トーク」は、地域・各種団体等が抱えてい
る将来の村づくりや地域づくり等への課題について、村
長等が直接地域へ出向きます。
　「出前トーク」を希望する地域・各種団体等は次の事項
にご留意の上、お申込み願います。
⑴　対象者　原則、既存の団体・サークル等で最低５人
以上の参集が見込めること
⑵　実施日　各種団体等が希望する月～金曜日の午前10
時から午後５時までの時間帯
　※ただし、村長の公務に支障がない場合に限る。
⑶　時間　概ね１時間程度
⑷　場所　地域のコミュニティセンター等の公の施設
⑸　留意事項　将来の村づくりや地域づくりの課題につ
いて建設的な意見を伺うための場ですので個人的な要
望はお受けできません。
⑹　申込方法　トークテーマ・日時等を役場企画財政課
企画調整係へご連絡ください。日程等を調整した上で、
実施日を決定します。

【お問合せ先】
　役場企画財政課企画調整係
　☎６４－２１１２
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⑴
日
時

　

６
月
２
日
㈪
13
時
〜
15
時

⑵
場
所

　

鶴
居
村
役
場
２
階
会
議
室

⑶
相
談
内
容

　

家
庭
の
問
題
、
不
動
産
や
金
銭
貸

借
、
損
害
賠
償
等
の
民
事
問
題
の
ほ

か
刑
事
問
題
、
行
政
、
労
働
、
近
隣

関
係
そ
の
他
い
じ
め
や
差
別
、
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
人
権
問
題
な
ど

精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業

（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）

　

北
海
道
釧
路
保
健
所
で
は
、
平
成

26
年
度
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業

（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

５
月
16
日
㈮　

午
後
２
時
〜

⑵
場
所

　

釧
路
保
健
所
（
２
階
相
談
室
）

⑶
相
談
内
容

・
気
分
が
憂
う
つ
、
や
る
気
が
出
な

い・
周
囲
の
こ
と
を
過
度
に
気
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た

・
飲
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
、
仕
事
や

家
庭
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

・
ひ
き
こ
も
り
で
困
っ
て
い
る

・
家
族
や
知
人
の
顔
や
名
前
を
忘
れ

るな
ど
、
心
の
健
康
に
つ
い
て

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
釧
路
保
健
所

　

☎
22

－

１
２
３
３

　

総
務
課
庶
務
係（
☎
99

－

１
２
２
２
）

【
釧
路
地
方
検
察
庁
】

・
小
中
学
生
、
高
校
生
に
対
す
る
法

教
育
の
実
施

・
裁
判
員
制
度
の
説
明
、
模
擬
裁
判

の
実
施　

な
ど

　

企
画
調
査
課（
☎
43

－

３
０
５
１
）

【
釧
路
地
方
法
務
局
】

・
法
務
局
「
な
る
ほ
ど
講
座
」
開
講

・
法
務
局
「
出
前
講
座
」
実
施
な
ど

　

総
務
課
（
☎
31

－

５
０
１
０
）

こ
ん
な
と
き
は　
　
　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
へ

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の

誰
も
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
を
お

く
れ
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。
何
か

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生

委
員
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
な
お
、
民
生
委
員
児
童
委
員
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
や

個
人
の
秘
密
を
外
部
に
漏
ら
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

・
家
族
関
係
の
こ
と

・
暮
ら
し
の
こ
と

・
育
児
・
教
育
の
こ
と　

な
ど

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
中
に
は
、

子
ど
も
の
こ
と
を
専
門
に
担
当
し
、

活
動
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
も
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
任
期
は
３
年
間
で

す
。

【
お
問
合
せ
先
】

□
公
益
財
団
法
人

　

北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟

　

☎
０
１
１
（
２
６
１
）
２
１
８
１

□
鶴
居
村
民
生
委
員
協
議
会
事
務
局

　

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
64

－

２
１
１
６

「
憲
法
」週
間
行
事

■
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

　

釧
路
地
方
裁
判
所
、
釧
路
家
庭
裁

判
所
、
釧
路
地
方
検
察
庁
、
釧
路
地

方
法
務
局
、
釧
路
弁
護
士
会
及
び
法

テ
ラ
ス
釧
路
で
は
、「
憲
法
」
週
間

に
当
た
り
、
無
料
法
律
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
利
用
下
さ
い
。

⑴
日
時

　

５
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

展
示
ホ
ー
ル

⑶
相
談
内
容

　

釧
路
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
民
事
一
般
、
交
通
事
故
、
家
事
関

係
な
ど

⑷
受
付

　

予
約
制
（
定
員
50
人
）
で
す
が
、

受
付
状
況
に
よ
り
当
日
午
前
９
時
30

分
か
ら
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

⑸
申
込
期
間

　

４
月
14
日
㈪
〜
５
月
13
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

【
お
問
合
せ
・
申
込
先
】

　

釧
路
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
（
☎
99

－

１
２
２
２
）

■
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

詳
し
く
は
各
庁
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
釧
路
地
方
、
家
庭
裁
判
所
】

・
裁
判
所
の
法
廷
見
学
及
び
公
判
傍

聴・
裁
判
所
の
ビ
デ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

５
月
25
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場

　
（
釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地

　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝
料
・

財
産
分
与
な
ど

⑷
相
談
料　

無
料
で
す

【
申
込
方
法
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月

23
日
㈮
ま
で
、
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
☎
25

－

１
３
６
５
）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
。
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
の
日

で
す
。

　

あ
な
た
の
村
に
は
鶴
居
村
長
か
ら

推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま

す
。

　

渡
邊　
　

巖　

さ
ん

　

宇
野　

健
二　

さ
ん

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。

【
特
設
人
権
相
談
所
案
内
】

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間
に
つ
い
て

　

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
重

要
性
が
日
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
不
法
無

線
局
に
よ
る
人
命
に
関
わ
る
重
要
無

線
通
信
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
へ
の
混

信
妨
害
事
例
は
依
然
と
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
の
「
電

波
の
日
」
か
ら
10
日
間
を
『
電
波
利

用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
』

と
定
め
、
電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

電
波
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の

ル
ー
ル
と
し
て

①
無
線
機
の
マ
ー
ク
に
は
技
適
マ
ー

ク

の
確
認
を
す
る
こ
と

②
電
波
の
利
用
に
は
原
則
、
免
許
が

必
要
で
あ
る
こ
と

③
外
国
規
格
の
無
線
機
は
国
内
で
は

使
用
が
で
き
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ル
ー

ル
を
ご
確
認
頂
き
、
守
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
波
に
関
す
る
お
困
り
事

や
ご
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

北
海
道
総
合
通
信
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

総
務
省　

北
海
道
総
合
通
信
局

電
波
監
理
部
電
波
利
用
環
境
課

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１



保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

平成26年５月号　平成26年５月号　1414

　村では、今年度から新たに始める「脳ドック受診者助成事業」の募集を開始します。
下記の内容を確認のうえ、お申込み下さい。
■受付日時：平成２６年５月１８日（日曜日） 午前11時～午後２時
■受付場所：鶴居村総合センター　第1研修室
■申込方法：申請受付会場で申請書をご記入し、提出してください。
　　　　　　※ 申請は助成を希望するご本人に限ります。健康保険証を持参ください。
■助成決定の方法：申請内容を確認の上、助成の可否を決定します。
　　　　　　　　　なお、幅広い年齢層に受診していただくため、年齢層に偏りが生じないよう助
　　　　　　　　　成対象者を決定しますのでご了承ください。
■定　　員：５０名（国保３０名・国保以外２０名）
　　　　　　※ 申請内容を審査の上助成決定した方には、後日助成決定通知書及び助成券を、ご本
　　　　　　　 人に送付いたします。
■対 象 者 ・40歳以上の村民の方

・現在、脳血管疾患で治療中でない方
・ペースメーカーや外科クリップ等体内に金属が入っていない方
・加入している健康保険組合において、脳ドック助成制度がない方、または助成制度は
あるが、助成対象にならない方
・鶴居村国民健康保険及び後期高齢者医療の被保険者については、4月の集団健診で特
定健康診査等を受診した方（※）
　※特定健康診査等は特定健康診査（40～74才）、健康診査（75才以上）です。
・村国保以外の方につきましても、それそれ加入している保険の特定健診等を受診され
ますようお願いいたします。

《助成事業の内容》

●助成額　　　２０，０００円（自己負担額は１２，４００円。実施機関の窓口でお支払下さい）
●実施機関　　釧路労災病院
●健診内容　　ＭＲＩ（脳画像診断）・ＭＲＡ（脳血管画像診断）・頚動脈エコー・血液検査・尿検査・心電図
●申し込みから受診までの流れ

■お問合せ　役場保健福祉課健康推進係（電話６４－２１１６）

③受診予約、受診、自己負担金の支払
病　院 利用者

④健診結果の報告

④健診結果の報告

⑤助成金の支払

②決定通知書
・助成券交付 ①申込書の提出

役　場



15　平成26年５月号

●開館時間……10：00～18：15●開館時間……10：00～18：15

●休●休　　館館　　日……日……５月の休館日は27日（火）です。５月の休館日は27日（火）です。
図書室は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。図書室は毎月１回の図書整理日以外はいつでも開館しています。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人１０冊まで）●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】２週間（１人１０冊まで）
●貸し出し……●貸し出し……【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）【ＣＤ・ＶＴＲ】１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～リクエストサービス～
　みなくる図書室では、本やＣＤのリクエストをいつでも受け付け
ています。みなくるには置いていない読みたい本などがありましたら、
図書室にある用紙に記入してお申込ください。
※資料によっては、ご希望に沿えない場合があります。

説話伝承はおもしろい 熱く生きる

ミッドナイト・バス 白鯨物語

さよならのドライブ ゆみちゃんとえんぴつさん

山嵜泰正　著
　聖徳太子はなぜ黒駒で
富士山に翔け上ったのか。
菅原道真はどうして天神
に変身したか。京都御所・
清涼殿の「鬼の間」とは
…。長年「説話伝承学」
に接してきた著者が、こ
れまで独学で研究してき
た記録を１１項目選録。

丸山健二　著
　この惑星の生き物は二
種類である。偉大な存在
としての「鯨」と、それ
以外である。人間は、そ
れら以下である…。メイ
ヴィルの最高傑作「白鯨」
に、日本文学の第一人者・
丸山健二が挑む。

ロディ・ドイル　作
こだまともこ　訳
こがしわかおり　絵

　メアリーはママといっしょ
におばあちゃんのいる病院
へ通っている。ある日、お
ばあちゃんのお母さんの幽
霊が、死を怖がっている娘
を助けたいと突然現れ…。
ブッカー賞受賞作家が贈る、
愛と絆の物語。

たかおかけいこ　作
たるいしまこ　 絵

　お母さんからもらった
鉛筆を大切にしていたゆ
みちゃん。短くなってい
く鉛筆がなくならないよ
うに、もう使わないと決
める…。相手を大切に
おもう気持ちが伝わるス
トーリー。

伊吹有喜　著
　東京での仕事を辞め、
故郷で深夜バスの運転手
となった利一。様々な事
情を抱え夜を渡る人々を
見てきたが、ある夜思わ
ぬ人が乗車する…。家族
の再生と再出発をおだや
かな筆致で描く、伊吹有
喜の新たな代表作。

天野篤　著
　思いを磨け。世のため
人のために…。偏差値５
０もなかった３浪時代を
経て、あえて厳しい道を
歩んだプロフェッショナ
ルの「思いと情熱の磨き
方」「人生の切り拓き方」
とは。“天皇陛下の執刀
医”の強烈メッセージ。



平成26年５月号　16

 凍原社５月句
（俳句）

５月の自然観察会
●釧路湿原バードウォッチング
【日　時】５月１０日（土）　午前１０時～１２時
【定　員】１５名
【参加費】 無料
【集　合】 憩の家かや沼駐車場
【申込・問合先】
　塘路湖エコミュージアムセンター

（☎015-487-3003）

●春の湿原ハイク
【日　時】５月１１日（日）　午前１０時～１２時
【定　員】１５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
　温根内ビジターセンター　　　 （☎65-2323）

●湿原の夏ウォッチング
【日　時】５月２５日（日）　午前９時～１１時
【定　員】１５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
　温根内ビジターセンター　　　 （☎65-2323）

寄　　付
　　いただきました心温まる善意に

心よりお礼申し上げます。　　

・富士山及びタンチョウ写真など　ほか20点
東京都　　大平　実　様

・釧路湿原を含めた自然環境の保全等に関する
　事業のために

埼玉県　　八木橋　朋之　様
金２００，０００円

　「むらづくりチャレンジ支援事業補助金」の申請を
今年度も募集しています。
　この制度は、地域や各団体・グループ等の皆さんが、
本村の特性を生かしながら、個性ある村づくりの実現
に向けて、果敢にチャレンジする各種取り組みを村が
支援する補助制度です。
　各団体・グループ等が主体的かつ協働の意識をもっ
て進める地域活性化事業、並びにコミュニティ活動事
業等を対象に財政支援を図りますので、同制度を積極
的にご活用ください。

■補助対象事業■
①地域活性化事業
・人材育成事業（若者、
女性等）
・各種イベント事業
・各種調査研究事業
　など

②コミュニティ活動振興
事業
・定住環境整備事業
・地域活動振興事業
　など

③地域文化振興事業
・地域に根ざしたスポー
ツ・文化振興事業
　など

④地域振興上特に必要
　と認める事業

■補助率■
　補助率は３分の２以内で下限額が３万円、上限額は
各事業ごとに定められております。詳細につきまして
は企画財政課企画調整係までご連絡ください。
【お問合せ先】
　役場企画財政課企画調整係（☎６４－２１１２）

釧路湿原川レンジャー
募集のお知らせ

　釧路湿原の河川環境保全の取組の一環として、
釧路湿原の良好な河川環境づくりに貢献するこ
とを目的に「釧路湿原川レンジャー」を募集し
ます。
　興味のある方は、ぜひお申込下さい。

【募集人員】 １５０名（申込み順から先着）
【申込期間】５月７日（水）～１３日（火）
　（受付時間は午前９時から午後５時までです）
【申込先】
　北海道開発局 釧路開発建設部治水課

（☎ 0120-8946-42）

むらづくりチャレンジ支援事業
補助金申請受付中！



17　平成26年５月号

233

2013年度の冬　鶴居村のタンチョウ飛来数
　サンクチュアリと鶴見台では、村内にタンチョウが集まる10月から３月にかけて、給餌場に飛来する
タンチョウの数を毎日記録しています。このデータをもとに給餌量を加減したり、観光情報としてお知
らせしています、この冬の村内でのタンチョウの動きを、２大給餌場への飛来数から報告します。
●暖冬少雪の影響か、給餌場利用は少なめ
　それぞれの給餌場の最多確認羽数と記録日は、サンクチュアリが354羽（1月17日）、鶴見台は306羽（12
月24日）でした。サンクチュアリは例年と同様の時期でしたが、鶴見台は例年２月下旬から３月上旬に最
多になるのに、今シーズンは違っていました。またその後鶴見台では前年度より数十羽以上少ない傾向
が続きました。これは、前年度までポンポン川付近で行われていた農地整備工事が終了し、餌を採りや
すい明渠ができていたこと、雪が少なく給餌場以外で餌が採れたことなど、様々な要因が考えられます。
サンクチュアリでも飛来時間が遅くなったり、滞在時間が短い印象がありました。
　給餌場２カ所の合計では、最多は574羽（12月24日）でした。同時刻の記録ではないため重なってい
る可能性や、給餌場を利用していない個体などを考えると、村内では例年並みの600羽前後ということ
になります。また、幼鳥数は２カ所合計の最多が34羽（１月19日）と、過去最多だった一昨年の66羽の
約半分でした。昨年度は春先の大雨などで、繁殖に失敗したつがいが多かったためと思われます。
●オオハクチョウの影響
　近年給餌場への飛来が目立つオオハクチョウは、過去に鳥
インフルエンザで死亡例があります。このため、タンチョウ
への感染の危険性を考え、給餌場からオオハクチョウを追い
払っています。この冬サンクチュアリでは、オオハクチョウ
が前年度より１か月早いペースで50羽前後に増えてしまい、
1日数回以上の追い払いをしていました。当初は物陰からい
きなりダッシュして追い払っていたため、タンチョウも驚い
て全て飛び去ってしまいました。その後はコツを覚え、タン
チョウはあまり飛ばさずにオオハクチョウを追い払うことが
できるようになりました。それでも執着心が強い1羽と２羽
のオオハクチョウがしつこく飛来し、それを見過ごすとどん
どん飛来数が増えるため、相当手を焼きました。
　近年は村内で越冬するタンチョウは600羽前後で推移して
いますが、冬の寒さや積雪量の違い、オオハクチョウやねぐ
らの雪裡川の環境の変化など、状況は毎年異なります。数の
記録は地道な仕事ですが、このデータの積み重ねがなければ
何かあった時に的確な判断ができません。これからもしっか
り続けていこうと思います。

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
原　田　　　修

　鶴居村の皆さま初めまして。４月から着任しました鈴木敏祥（としあき）と申します。
　生まれも育ちも東京でありながら、学生時代は野山を駆け回ったり、マムシに噛
まれたりと、これまで自然とふれあいながら過ごしてきました。このたび鶴居村に
来て、タンチョウの大きさや美しさ、東京では見ることのできない豊かな自然に日々
感動しています。この感動を多くの人に伝えられるよう、鶴居村の多くの方と出会
い、鶴居村の素晴らしさを学び、日々精進していきたいと思っています。よろしく
お願いします。

「新人レンジャー紹介」
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編集後編集後記記
　日中になると気温が１０℃を超える
日もあり、暖かいと感じられる日が多
くなってきました。ただし、まだまだ
昼と夜の寒暖差が激しいので、体調管
理等にはくれぐれもお気をつけくださ
い。
　さて、５月はじめにはＧＷが控えてい
ますが、みなさんはどんなご予定を計
画されていますか？鶴居運動広場では、
３日と５日に「子どもの日」イベント
としてビンゴ大会と大抽選会が企画さ
れています。どちらも豪華景品が用意
されているそうなので、ご家族揃って
ぜひご参加ください！！（Ｄ）

今年１月からの発生件数
　人身事故 １件／物件事故 １９件
３月中の発生件数
　人身事故 １件／物件事故 １０件
死亡事故ゼロの日 ４９２日

（３月末現在）
鶴居村は平成２６年４月８日をもって、
交通事故死ゼロ５００日を記録しました！
今後も交通安全意識を高く保ち、死亡
事故ゼロを継続させましょう！

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動人の動きき　３月末住民登録人口
人口　総数  2,525人

（前月比 －８人）
うち外国人人口　１3人
（男3人・女１０人）

昨年同期は２, ５１２人で、
対前年比較は＋１３人です。

男 １, ２５７人（前月比－３人）
女 １, ２６８人（前月比－５人）

世帯数　1,089戸
（前月比　＋３戸）

うち外国人世帯数　　５戸

　鶴居小学校入学式の記念撮
影の様子です。
　鶴居小学校に元気な新１年
生たちが入学しました。

１ 木

２ 金

３ 土 ・「子どもの日」イベント（ビンゴ大会）
　　 9:00～　鶴居運動広場

４ 日

５ 月 ・「子どもの日」イベント（大抽選会）
　　 9:00～　鶴居運動広場

６ 火

７ 水
・四種混合、不活化ポリオ、Ｈｉｂ感染症、小児の
肺炎球菌感染症、ＢＣＧ、麻疹・風疹、二種混合予
防接種　　15:00～　鶴居診療所

８ 木

９ 金

10 土

11 日

12 月 ・「おひさま（親の会）」　10:00～　役場２階和室

13 火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」
　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

14 水 ・自治会・農事組合長会議
　　13:30～　役場２階会議室

15 木 ・すずらん無料法律相談
　　14:00～　総合センター第一・二会議室

16 金

17 土

18 日 ・村民ゴルフ大会
　　13:30～　風林カントリークラブ

19 月 ・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　　10:00～　総合センター小会議室

20 火

21 水
・四種混合、不活化ポリオ、Ｈｉｂ感染症、小児の
肺炎球菌感染症、ＢＣＧ、麻疹・風疹、二種混合予
防接種　　15:00～　鶴居診療所

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土


